























































「中国語会話 3・4」（旧カリキュラム名「マルチメディア中国語 1・2」）は，政経，法，文学部の 2 年
次配当の外国語選択科目である。教室には34号館 B609の CALL 教室を使用し，コンピューターには







報検索を行っている。毎回の授業が終了後，e-Learning 講義支援システム Jenzabar に当日の出席状況の
入力と授業内で説明に使用したスライドなどを配布資料としてアップロードし，学生が授業外の時間でこ
れらを確認できるようにした。ただし2009年12月現在，学生によるこれら配布資料のダウンロード回数








図 ｢外国語ポートフォリオ」チェックリスト 中国語・レベル 1
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. 課題「外国語ポートフォリオ」との連携












れは外国語別に授業に対応した「レベル 1」から「レベル 4」又は「レベル 6」まであり，到達目標の学
習項目について確認できる仕組みになっている（図 2 参照）。現在ではあくまで学生の自己診断にまかせ
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